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facebook 始めました。「熊日多良木・湯前
販売センター」で検索してみて下さい。
また当社のホームページもご覧下さい
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　今年もいよいよあと１ヵ月あまりになりましたね。１年間が
あっという間に感じるのは年のせいでしょうか？ (--;) これから
忙しい時期になられると思いますので、くれぐれもお身体ご自
愛ください。

ヨガ
　においを嗅ぎ分ける（笑）

　朝活
　マイペース

  韓国語の勉強
　

　BIG BANG、チン・イハン（韓国俳優）

　おいしい物探し、買い物

　大学の卒業旅行

　フルマラソン出場・完走

　多良木町の里の城大橋からの
　景色が大好きです (^^)/
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今
年
で
終
戦
か
ら

七
十
年
。
誰
も
得
を

し
な
い
戦
争
、
人
が

人
を
傷
つ
け
合
う
戦

争
。
な
ぜ
人
の
命
を
簡
単
に
奪
う
よ
う
な
こ
と
を

す
る
の
で
し
ょ
う
か
。
私
は
、
終
戦
か
ら
七
十
年

と
な
っ
た
今
、
こ
の
新
聞
記
事
を
読
み
、
改
め
て

戦
争
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

　

こ
の
記
事
に
は
、
堀
人
旻
さ
ん
の
父
親
に
つ
い

て
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。
三
十
八
歳
と
い
う
若
さ

で
、
シ
ベ
リ
ア
で
亡
く
な
り
、
仲
間
か
ら
の
報
告

で
父
の
死
が
分
か
っ
た
そ
う
で
す
。
戦
争
に
行
っ

て
い
な
か
っ
た
ら
、
亡
く
な
っ
て
い
な
か
っ
た
か

も
し
れ
な
い
こ
の
命
。
も
っ
と
た
っ
た
一
つ
し
か

な
い
命
を
大
切
に
扱
っ
て
ほ
し
い
な
ぁ
と
感
じ
ま

し
た
。
ま
た
、
最
後
に
は
、「
追
悼
行
事
は
、
孫
や

ひ
孫
の
代
ま
で
続
け
て
ほ
し
い
。」
と
い
う
堀
人
さ

ん
の
思
い
が
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
思
い
を

受
け
継
い
で
い
き
た
い
で
す
。

　

そ
し
て
、ま
だ
他
の
国
々
で
は
戦
争
が
な
く
な
っ

て
い
な
い
所
が
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
、
そ
の
国
の

人
達
に
は
、
命
の
大
切
さ
と
戦
争
を
し
て
も
誰
も

得
を
し
な
い
と
い
う
こ
と
を
理
解
し
て
ほ
し
い
で

す
。

町町

　「秋の童話まつり（主催：熊日童話会球磨支部、支部長：那須律子さん）」
が今月 14日（土）に、多良木町多目的研修センターで開催されました。
町内の各小学校の代表が１名ずつ童話を暗唱。会場を訪れた聴衆を童話
の世界に引き込みました。その他童話会会員による口演童話や、腹話術、
マジックショー、また黒肥地保育園児による合唱などがありました。
　同会の村山悦子副支部長は「お話を聞く事は、話し手と聴き手の目と
目、アイコンタクト、顔と顔を見ながら、心の通い合うパスポートでも
あります」と挨拶をされ、色々な本や人との出会いや関わり通じて、様々
な気持ちを育むことの大切さを訴えられました。

　東京の日本武道館で開かれた全国戦没者追悼式に、熊本県か
らも遺族らが参加し、不戦・平和の思いを新たにした記事につ
いて感想文を書いた湯前中学校２年の岩本愛美さん。戦後７０
年ということもあり、テレビでも頻繁に話題として取り上げら
れていたし、新聞記事を見つけて「これだ」と題材に選んだそ
うです。最初は単に宿題として取り組み、入選を果たしたこと
に驚いたそうですが「記事を読んで熊本でも多くの人が被害に
あったことを知り、改めてもう戦争をして欲しくないと思うよ
うになった」と、感想文を書くことを通じて、いまだ争い事が
絶えない世界に命の大切さを訴えています。

新聞記事感想コンクール表彰
　　　　　　入選作品紹介

　

男
の
子
が
多
く
と
て
も
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っ
ぱ
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ば
ら
組
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。

２
月
の
発
表
会
に
向
け
て
が
ん

ば
っ
て
い
ま
〜
す
。

ばら組 ２０名
担任  宮原明美先生

　専立寺保育園で今月 20 日に「熊本県第 11 回保育所ボランティア活動の
日」として、保護者・園児が清掃活動を行いました。近年地球規模で大災害が
頻発しており、各地でのボランティアの必要性が重要視されるようになりまし
た。そこで平成 17 年に「第 14 回全国
ボランティアフェスティバル火の国くま
もと」が開催されました。この大会を機
に、県内認可保育所（園）のこどもたち
が一斉にボランティア活動を行い、幼児
期からボランティアの大切さを学び、地
域に貢献することの重要性を認識しても
らおうと、この活動が行われるようにな
りました。毎年恒例となったこの行事に、
年長児とその保護者が仕事を休んで参加
し、親子でゴミを拾い分別していました。

んん

あさぎり町岡原南



（原稿提供：球磨支援学校）
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　猫寺騒動の後、普門
寺は湯前に移された
が、怨霊の祟りがおさ
まらないために、消失
した普門寺跡に「生善
院」を建立。本尊の
千手観音は、相良藩
を恨んで亡くなった
玖
くげつぜんにょ

月善女の影仏として
京都の仏師によって彫
られました。
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◆
今
年
も
残
り
少

な
く
な
り
ま
し
た
。

来
月
と
２
回
に
分
け
て
球
磨
の
ニ
ュ
ー
ス
を
い

ろ
は
か
る
た
で
振
り
返
り
ま
す
。
ま
だ
す
ば
ら

し
い
話
題
が
出
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
が
、
と

り
あ
え
ず
今
月
上
旬
ま
で
の
記
事
か
ら
。

◆
い
＝
犬
と
の
ふ
れ
あ
い
勉
強
、
ろ
＝
６
月
の

雨
平
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２
倍
、
は
＝
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ン
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＝
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＝
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格
の
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」
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碑
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り
＝
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サ
イ
ク
ル
セ

ン
タ
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難
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＝
ヌ
ー
ド
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ぞ
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＝
ル
ネ
サ
ス
の
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夏
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＝
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っ
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よ
、
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＝
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方
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来
診
療
、
よ

＝
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み
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れ
遠
山
桜
、
た
＝
竹
と
ん
ぼ
牛
乳

パ
ッ
ク
で
、
れ
＝
レ
ッ
ツ
プ
レ
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球
磨
拳
、
そ

＝
卒
業
証
書
は
手
づ
く
り
の
和
紙
◆
つ
＝
通
年

議
会
制
を
導
入
、
ね
＝
願
い
も
む
な
し
く
廃
校

決
定
、
な
＝
南
幌
町
で
野
球
交
流
、
ら
＝
ラ
ン

チ
は
イ
チ
ゴ
づ
く
し
、
む
＝
「
胸
い
っ
ぱ
い
」

と
福
島
か
ら
お
礼
状
（
Ｘ
）

新 聞 記 事 を 楽 し む！
　中学部では、１１月
の約一ヶ月間、将来の
仕事や生活のことについて考
える進路学習に取り組みまし
た。地域の事業所の協力を得
ながら職場見学や校内での仕
事体験、３年生は職場体験な
ども行いました。
　職場見学では、自動車部品
の組み立てや衣類販売の仕事
などを見学しました。職場の
方がてきぱきと働く姿や私語

をせず真剣に働く姿を見たり、勤務時間や仕事をする上で気をつけてい
ることなどについて質問したりして、「働く姿勢」、職場のルールやマナー
等について学ぶことができました。
　仕事体験では、商品のタグの紐通
しと電灯の部品の組み立ての２種類
の仕事に取り組みました。校内に設
けた仕事場への入退室時には「失礼
します」とあいさつをし、静かに黙々
と仕事をすることもできました。仕
事が「楽しい」と発言する生徒もお
り、将来の仕事について少しずつ興
味も高まってきています。
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　１０月の初め、８月の台風で横に倒れた樹齢１００年の柿木に「カア」
とカラスが止まり、熟れはじめた柿に狙いをさだめている下から、我が家
の一番末の猫、チビが威嚇しながら「ニャオ」と声を発した。「食べていい」、
「うちのだから駄目」とでも言い合っているようだった。のどかな秋日和を
感じた。１０月４日の熊日新聞「“くまにち論壇 ”農村守る共同行動は文化
資産」の記事で、「春先に行われる農業用水路の泥上げなど、従来型の協同
作業が無条件で合理的とはいえない状況が生まれている。村外出身の若者
が農業に取り組むケースや、年齢差など集落の決まりごととして理屈抜き
で動員するスタイルに疑問符がつく事態を考えられる。決まりごとの共同
行動から、納得ずくで参加する共同行動への転換の期待がかかる。それが
風通しの良いコミュニティーにつながり、外部からの人材導入にも結びつ
く」と紹介されていた。読書から既読へ変わり、浅い会話が増え、楽しく
話し合える会話の大切さを感じていた時の記事で、心に響いた。１０月２日・
３日と木綿葉フェスタが開かれ、ステージ演出を担当された、多良木町の
松下産業社長が「今、私にある技術と機器で、後輩のみんなに最高の音響、
照明でステージ発表、舞花さんのライブを聴いて欲しい。また、機器の設
置や配線、照明機材など見せて感じさせる工夫をしている。最近は、イベ
ント会場で音量が大きい、小さいと申出があり、音や照明との会話を持っ
て欲しいと思う事がある」。と話された。音や照明との会話が心に沁みた。
カラスとチビに学ばなくては。 （原稿提供：多良木高等学校 川北禎一先生）

～ チ ビ と カ ラ ス ～

野菜を盗むことは重大な犯罪です

１月
来の

みんなでつくろう　安全・安心な球磨地域
（原稿提供：多良木警察署）

　現在、無人販売所における窃盗事件が多発して
おります！野菜を１袋でも盗めば、窃盗犯人とし
て処罰されます
窃盗…１０年以下の懲役又は５０万円以下の罰金
● 野菜盗　大きな犯罪　窃盗罪

以下の罰金金金金金金金

　天正十年（1582）相良藩への謀
むほん

反を企
くわだ

てて
いるという嘘の訴えにより、湯

ゆやまさどのかみむねまさ

山佐渡守宗昌
とその弟で普

ふ も ん じ

門寺の盛
せいよほういん

誉法印が殺されること
になった。その話を聞いた宗昌は日向へ逃げ
たが、寺に残った法印は殺され、寺も焼かれ
てしまう。
　無実でありながらわが子を殺された法印の
母、玖

くげつぜんにょ

月善女は愛
あいびょうたまたれ

猫玉垂を連れて市房神社に
参
さんろう

籠し、自分の指をかみ切ってその血を神像
に塗り付け、玉垂にもなめさせて、末代まで
も怨
おんりょう

霊になって相良藩にたたるように言いふ
くめ、茂

も ま

間が崎
さき

というところに身を投げて死
んでしまう。すると相良藩では、猫の怨霊が
美女や夜

や し ゃ

叉に化けて藩主の枕
まくらもと

許に立つなど、
奇
ききか い か い

々怪々なことが次々に起きた。
　藩では霊を鎮めるために普門寺跡に千

せんこうざん

光山
生善院と名づけて寺を建立。現在の本堂も観
音堂も、その時に建てられたものです。法印
の命日である３月１６日に、藩民に市房神社
と生善院に参詣するように命じ、藩主自身も
そうしだしたので、怨霊のたたりは鎮まった
と伝えられています。

巨大、松茸を収穫 !!

　あさぎり町のＡさんが、１１月１５日に傘幅
１７cm、長さ２０cm、重さ２３０グラムの松
茸を取ってこられました。Ａさんが取られた
中では２番目の大きさだったそうですが、取っ
た所の松が枯れかかっていたらしく「今年が
最後になるかもしれない。毎年お神酒を挙げ、
マナーを守って取ってきたので、山の神さん
が最後に授けて下さった
のでは」とＡさん。取ら
れた松茸は毎年楽しみに
している同級生に、土瓶
蒸しにしてご馳走される
そうです。


